
 
運慶は、日本で最も著名な仏師。卓越した造形力で生きているかのような現実感に富んだ仏像を生み出した。本展は、

運慶とゆかりの深い興福寺をはじめ各地から名品を集めて、その生涯の事績を通覧します。さらに運慶の父・康慶、

実子・湛慶、康弁ら親子 3代の作品を揃え、運慶の作風の樹立から次代の継承までをたどります。運慶の仏像作品は

全国に 31 体しかありませんが、運慶展では各地に散らばっているその半数以上 22 体が一同にそろいます。また、通

常の寺院では鑑賞出来ない博物館ならではの角度・明るさでじっくりと鑑賞できます。さらに運慶の父子ら慶派仏師

の仏像も多数出展され、全部で仏像 74 体が展示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『新国宝・釈迦如来倚像』 運慶作 平安時代・安元２年（１１７６）    仲見世商店街イメージ 

奈良・円成寺蔵 写真：飛鳥園 

〔日程〕                                         〔食事〕 

焼津駅・静岡駅・清水駅・富士ＩＣ・沼津ＩＣ＝＝＝ 

7:00  7:30  8:00  8:20   8:50   

鶴見總持寺（永平寺と並ぶ曹洞宗大本山で雲水によるご案内付で諸堂拝観と精進料理のご昼食） 

浅草にて散策＆ご夕食（浅草ビューホテルにて創作料理のご夕食） 

東京国立博物館にて、運慶展の夜間貸切鑑賞 18:00-20:30 

貸切鑑賞+法話拝聴+展覧会図録プレゼントの特別企画となります。 

宿泊施設：両国ビューホテル 

× 
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ホテル（9:45 頃出発）＝＝＝ 

出光美術館にて特別展「江戸の琳派芸術」鑑賞 （10:00-11:30） 

17 世紀の京都に生まれ、華やかに展開した〈琳派〉の美術。19 世紀に入ると酒井抱一（さかいほういつ 

1761-1828）や弟子の鈴木其一（すずききいつ 1796-1858）によってより洗練になりいわゆる〈江戸琳派〉

が成立。本展では、王朝的な美意識に支えられた京都の〈琳派〉を受け継ぎつつ、いかにも江戸らしい〈粋〉

の美意識のもと、小気味よい世界へと転生させた〈江戸琳派〉の魅力を紹介します。 

 

深大寺そばのご昼食 （12：30-14：30） 

深大寺（新国宝に認定された白鳳仏・関東最古の釈迦如来倚像拝観 ※ガラス越しからの参拝） 

調布ＩＣ＝＝＝沼津ＩＣ・富士ＩＣ・清水駅・静岡駅・焼津駅 

14:40     16:30  17:00  17:30 18:00  18:30 

朝 
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《ご旅行日》   １０月 ４日（水）～５日（木） 
《ご旅行代金》    

1 名様１室利用で１名様 2 名様１室利用で１名様 

４２，８００円 ３９，８００円 
【お申込にあたっての注意事項】 

※バス車内での禁煙にご協力下さい。 

※バスのお席は多少の前後はございますが、原則としてお申込順とさせて頂いております。 

※旅行費用に含まれるもの：バス代、宿泊代、昼食代（2 回）、夕食代、朝食代、上記記載施設の入場料または拝観料、

運慶展夜間特別拝観料（法話、図録費用含む）消費税。 

※交通事情により遅れる場合がございますので予めご了承お願いします。 

 


